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最新の情報に関しては「http://www.microsoft.com/japan/office/infopath/prodinfo/default.mspx」をご参照ください。
概要   Microsoft Office System に新しく加えられた Microsoft Office InfoPath は、堅牢なプログラミング モデルと開発環境をサポートしています。このドキュメントでは InfoPath の開発について紹介し、主要な開発コンポーネントの概要、開発環境に関する情報、オブジェクト モデルとフォーム定義ファイルの概要、および主要な開発分野について説明します (22 印刷ページ)。
目次
はじめに
InfoPath の開発コンポーネントの概要
プログラミング環境の概要
InfoPath オブジェクト モデルの概要
InfoPath フォーム定義ファイルの概要
InfoPath の開発における主要な機能領域
簡単なフォームの開発
まとめ
リファレンス
はじめに
Microsoft の Office System に新しく加えられたデスクトップ アプリケーションである Microsoft® Office InfoPath™ を使用して、XML (Extensible Markup Language) をベースとする機能豊富な動的なフォームを設計できることは、耳にしたことがあると思いますが、他の多くの Office アプリケーションと同様に、InfoPath も堅牢なプログラミング モデルと開発環境をサポートしているということについては、初めて聞く方が多いでしょう。このドキュメントでは InfoPath の開発について紹介し、主要な開発コンポーネントの概要、開発環境に関する情報、オブジェクト モデルとフォーム定義ファイルの概要、および主要な開発分野について説明します。
InfoPath の開発コンポーネントの概要
Office アプリケーションを使用するカスタム ソリューションを開発する際は、プログラミング環境、オブジェクト モデル、アプリケーションの使用中に発生する一連のイベントなど、各種の開発コンポーネントを使用して作業を行うのが最も一般的です。InfoPath を使用して開発する場合もこの点については同様ですが、InfoPath は独自の開発コンポーネントもいくつか備えています。
プログラミング環境
ほとんどの Office アプリケーションでは Microsoft Visual Basic® for Applications を主要な統合開発環境として使用しますが、InfoPath はそうではありません。InfoPath では Microsoft Script Editor (MSE) を主要なプログラミング環境として使用します。したがって、InfoPath フォームを開発する際は、Visual Basic をプログラミング言語として使用せずに、スクリプト言語を使用します。
InfoPath でサポートされているスクリプト言語は、Microsoft JScript® と Microsoft VBScript® です。これら 2 つのスクリプト言語を使用することで、InfoPath フォームの機能を拡張したりカスタマイズしたりできます。
メモ   Microsoft Script Editor については、このドキュメント内で後ほど詳しく説明します。
オブジェクト モデル
他の Office アプリケーションと同様に、InfoPath には堅牢なオブジェクト モデルが組み込まれており、このオブジェクト モデルを使用してアプリケーション、そのフォーム、およびフォームに格納されているデータを操作できます。InfoPath オブジェクト モデルには、XML ドキュメント オブジェクト モデル (DOM) への参照を取得するために使用するプロパティも含まれています。DOM は、InfoPath フォームで使用される XML ドキュメント (ファイル) を操作するほか、InfoPath フォームから生成される XML データも操作します。
InfoPath オブジェクト モデルの最上位オブジェクトは Application オブジェクトです。このオブジェクトを使用して、オブジェクト モデルに含まれている他のオブジェクトにアクセスできます。InfoPath オブジェクト モデルにおけるその他の重要なオブジェクトとしては、InfoPath のユーザー インターフェイスの各種コンポーネントにアクセスする際に使用する Window オブジェクトや、フォームのベースになる XML ドキュメントのコンポーネントやフォームのコンポーネントにアクセスする際に使用する XDocument オブジェクトがあります。
InfoPath オブジェクト モデルとそれ以外の Office アプリケーションのオブジェクト モデルとの主な違いは、InfoPath オブジェクト モデルではフル オートメーションがサポートされていない点です。InfoPath オブジェクト モデルを使用して InfoPath フォームをプログラムから作成することはできません。ただし、InfoPath オブジェクト モデルには ExternalApplication オブジェクトがあるので、このオブジェクトを使用して、フォームを開く、登録する、閉じるなどの限定された操作を InfoPath の中で実行できます。
メモ   InfoPath オブジェクト モデルについては、このドキュメント内で後ほど詳しく説明します。
フォーム定義ファイル
InfoPath では独自のフォーム定義ファイル (.xsf ファイル) を使用します。.xsf ファイルは、InfoPath フォームのマニフェストとして機能する、拡張子 .xsf を持つ XML ファイルです。manifest.xsf は、フォームの生成方法、使用方法、および配置方法に関する情報をまとめて保持するファイルとして扱うことができます。.xsf ファイルはフォームのデザイン時に InfoPath によって自動的に作成され、他のフォーム ファイルと共に 1 つの .xsn ファイルにパッケージ化されます。
通常、.xsf ファイルに格納される情報は InfoPath によって作成されるものだけですが、.xsf ファイルに直接変更を加えてフォームの機能を拡張することもできます。xsf ファイルは標準の XML ファイルなので、Microsoft メモ帳などの任意の標準的なテキスト エディタを使用して直接変更できます。
メモ   InfoPath フォーム定義ファイルについては、このドキュメント内で後ほど詳しく説明します。
フォーム ファイル
InfoPath フォームは異なる種類のさまざまなファイルを使用することによって実装されます。これらのファイルをまとめてフォーム ファイルと呼びます。フォーム ファイルには、InfoPath フォーム テンプレート (拡張子が .xsn の InfoPath ファイル) の生成に使用されるすべてのファイルが含まれます。これには、.xsf ファイル、XML スキーマ、XML テンプレートのほか、ビュー ファイル、プレゼンテーション ファイル、スクリプト ファイル、およびカスタム ビジネス ロジックのファイルも含まれます。
フォーム ファイルとその拡張子を次の表に示します。
	名前
	拡張子
	説明

	フォーム定義
	.xsf
	InfoPath により生成されるファイルで、フォームで使用される他のすべてのファイルおよびコンポーネントに関する情報が格納されます。このファイルはフォームのマニフェストとして機能します。

	XML スキーマ
	.xsd
	XML スキーマ ファイル。フォームのベースになる XML ドキュメント ファイルの制約と入力規則に使用されます。

	ビュー
	.xsl
	プレゼンテーション スタイル シート ファイル。フォームのベースになる XML ドキュメント ファイルに格納されているデータを提示、表示、および変換するときに使用されます。

	XML テンプレート
	.xml
	.xml ファイルには、フォームを新規作成するときにビューに表示される既定のデータが格納されています。

	プレゼンテーション
	.htm、.gif、.bmp など
	カスタムのユーザー インターフェイス要素の作成に使用されるファイル。

	ビジネス ロジック
	.js、.vbs
	スクリプト ファイル (JScript および VBScript)。具体的な編集動作、データの入力規則、イベント ハンドラ、データ フロー制御、およびその他のカスタム ビジネス ロジックを実装するために使用されるプログラミング コードが格納されます。

	バイナリ
	.dll、.exe
	カスタムのコンポーネント オブジェクト モデル (COM) コンポーネント。追加のビジネス ロジックを提供します。これらのファイルはフォーム テンプレート ファイルとは別の外部ファイルであり、別に登録する必要があります。

	フォーム テンプレート
	.xsn
	すべてのフォーム ファイルを 1 つのファイルにパッケージ化した圧縮ファイル形式 (.cab)。


メモ   InfoPath フォーム ファイルは InfoPath によって自動的に .xsn ファイルとしてパッケージ化されます。.xsn ファイルは拡張子が .xsn の単なる CAB ファイルです。これらの InfoPath フォーム ファイルは、フォームのデザイン時に [ファイル] メニューの [フォーム構成ファイルの取り出し] をクリックすることで、ハード ディスク上のフォルダに抽出できます。
イベント
他の Office アプリケーションと同様に、InfoPath には、アプリケーションの状態やユーザーによる動作に応答するための複数のイベントが実装されています。また、フォームのベースになる XML ドキュメントの変更に応答するイベントもいくつか実装されています。
InfoPath のイベントには、フォーム イベントとデータの入力規則イベントの 2 種類の基本的なイベントがあります。フォーム イベントは、アプリケーションの状態やユーザーによる動作に応答します。データの入力規則イベントは、フォームのベースになる XML ドキュメントの変更に応答します。
InfoPath の各イベントとその応答対象を次の表に示します。
	イベント
	種類
	説明

	OnLoad
	フォーム
	フォームが開くときのフォームの初期化に使用されます。このイベントは初期ビューが表示される前に発生します。

	OnSwitchView
	フォーム
	あるビューから別のビューに切り替わるときに使用されます。このビューはユーザーがビューを変更したとき、またはビューが初めて読み込まれるときに発生します。

	OnBeforeChange
	データの入力規則
	フォームのベースになる XML ドキュメントの変更が完了した後、変更が適用される前に、使用されます。

	OnValidate
	データの入力規則
	フォームのベースになる XML ドキュメントの変更が適用された後、OnAfterChange イベントが発生する前に、使用されます。

	OnAfterChange
	データの入力規則
	フォームのベースになる XML ドキュメントの変更が適用された後、OnValidate イベントが発生した後に、使用されます。

	OnSubmitRequest
	フォーム
	InfoPath のユーザー インターフェイスから、または InfoPath オブジェクト モデルの XDocument オブジェクトの Submit メソッドを使用して、送信操作が呼び出されたときに、使用されます。

	OnVersionUpgrade
	フォーム
	開こうとしているフォームのバージョン番号が、一緒に開こうとしているフォーム テンプレートのバージョン番号に一致するかどうかを確かめるために使用されます。バージョン番号が一致しない場合はこのイベントが発生し、スクリプト コードを使用して、フォームを更新したりエラー メッセージを表示したりできます。

	OnAfterImport
	フォーム
	フォームが別のフォームと結合された後に、追加の処理を行う場合に使用されます。このイベントはデータが別のフォームからインポートされた後に発生し、スクリプト コードを使用して、フォームに格納された結合データに基づいて適切なビューを設定できます。

	OnClick
	フォーム
	フォーム上のボタンのクリックに応答するために使用されます。 


メモ   場合によっては、データの入力規則イベントが複数回発生することがあります。たとえば、ユーザーが新しいデータを挿入すると、1 回の挿入操作に対して OnBeforeChange イベントおよび OnAfterChange イベントが 1 回発生します。ユーザーが既存のデータを更新すると、削除操作とその後の挿入操作に対して、これら 2 つのイベントが 2 回発生します。
InfoPath では、各イベントにパラメータとして渡されるイベント オブジェクトも実装されています。これらのイベント オブジェクトは、フォームのベースになる XML ドキュメントへの参照を取得する場合、イベントのステータスを返す場合、XML ドキュメント オブジェクト モデル (DOM) の変更時に XML ノードに関する情報を返す場合、およびエラーを返す場合に使用します。イベント オブジェクトで使用できるプロパティとメソッドは、使用しているイベントの種類によって異なります。
次の表は、イベント オブジェクト、イベント オブジェクトに関連するイベント、およびイベント オブジェクトが提供する機能をまとめたものです。
	イベント オブジェクト
	イベント
	説明

	DocEvent
	OnSwitchView、OnAfterImport
	ビュー切り替え操作中またはフォーム結合操作中に、フォームのベースになる XML ドキュメントへの参照を返します。

	DocReturnEvent
	OnLoad、OnSubmitRequest
	フォームの読み込み中または送信中に、フォームのベースになる XML ドキュメントへの参照と、戻りステータスを返します。

	VersionUpgradeEvent
	OnVersionUpgrade
	バージョン アップグレード操作中に、フォームのベースになる XML ドキュメントへの参照、戻りステータス、およびドキュメントのバージョン番号とソリューションのバージョン番号を返します。

	DataDOMEvent
	OnBeforeChange、OnValidate、OnAfterChange
	XML DOM の変更中に、フォームのベースになる XML ドキュメントへの参照、戻りステータス、および、XML ノードに関する情報を持つその他のプロパティを返します。エラーを発生するためのメソッドも含まれています。

	DocActionEvent
	OnClick
	フォームのボタン クリック中に、フォームのベースになる XML ドキュメントへの参照、戻りステータス、およびソースの XML ノードを返します。


プログラミング環境の概要
既に説明したように、InfoPath は、プログラミング環境として Microsoft Script Editor (MSE) を使用し、MSE のプログラミング言語として Microsoft JScript および VBScript を使用してフォーム用のカスタム ビジネス ロジックをデザインします。InfoPath では MSE を使用していくつかの作業を実行します。たとえば、既定のプログラミング言語の設定、MSE の起動、イベント ハンドラの作成、スクリプト コードのデバッグ、オブジェクト ブラウザの使用などを実行するほか、プログラミング ヘルプを参照することもあります。
既定のプログラミング言語の設定
フォームで使用する既定のスクリプト言語を設定するには、InfoPath のデザイン モードで [ツール] メニューの [フォームのオプション] をクリックします。表示される [フォームのオプション] ダイアログ ボックスにある [詳細設定] タブの [フォームのスクリプト言語] ボックスの一覧からスクリプト言語を選択します (図 1 を参照)。既定のスクリプト言語を選択してなんらかの初期プログラミング コードを記述した後は、[フォームのスクリプト言語] 一覧が無効にされるため、フォームで使用するスクリプト言語を変更することができなくなります。
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図 1   フォームの詳細オプション
メモ   InfoPath では JScript か VBScript のどちらかをフォームで使用できますが、1 つのフォームで 2 つのプログラミング言語を一緒に使用することはできません。
MSE の起動
スクリプト コードを使用してフォームの機能を拡張するには、MSE を起動できるようにフォームを InfoPath のデザイン モードで開いておく必要があります。フォームがデザイン モードにあるときは、いくつかの方法で MSE を起動できます。
· [ツール] メニューの [スクリプト] をポイントし、[Microsoft Script Editor] をクリックします。 

· Alt キーと Shift キーを押しながら F11 キーを押します。 

· [ツール] メニューの [スクリプト] からイベント ハンドラの作成または編集を選択します。 

· InfoPath のダイアログ ボックスからイベント ハンドラの作成または編集を選択します。 

メモ   InfoPath のイベント ハンドラの中には、[ツール] メニューから開くダイアログ ボックスからアクセスするものや、フォームのデザイン時に使用するいくつかの InfoPath コントロールに関連付けられた [プロパティ] ダイアログ ボックスからアクセスするものがあります。このことについては、次のセクションで詳しく説明します。
MSE を InfoPath のデザイン モードから開くと、MSE のコード エディタが表示され、フォームの既定のスクリプト ファイル (フォームに設定された既定のスクリプト言語に応じて .js または .vbs のどちらかの拡張子が付きます) がコード編集ウィンドウ内で開きます。
イベント ハンドラの作成
InfoPath の特定のイベントに応答するためのスクリプト コードを記述する場合は、最初にイベント ハンドラを作成する必要があります。イベント ハンドラは、InfoPath によってフォームのプライマリ スクリプト ファイル内に作成される関数宣言です。イベント ハンドラはデザイン モードのユーザー インターフェイスで作成します。イベント ハンドラは必ずこの方法で作成する必要があります。これにより、InfoPath によってイベントに対応する関数宣言が作成され、また必要なエントリが .xsf ファイルに作成されて、フォームでイベント ハンドラを使用できるようになります。
メモ   スクリプト ファイルの中で手動でイベント ハンドラを作成し、次に直接手動で .xsf ファイルにエントリを作成することも可能ですが、この方法はお勧めしません。手動で作成されたイベント ハンドラは正確に作成されない場合があり、フォームが正しく動作しなくなるおそれがあります。
イベント ハンドラの作成方法は、使用するイベントの種類によって異なります。[ツール] メニューの [スクリプト] から作成するものもあれば、InfoPath の各種のダイアログ ボックスの 1 つを使用して作成するものもあります。
InfoPath の各種のイベント ハンドラとその作成手順を次の表に示します。
	イベント ハンドラ
	手順

	OnLoad
	[ツール] メニューの [スクリプト] をポイントし、[読み込み時のイベント] をクリックします。

	OnSwitchView
	[ツール] メニューの [スクリプト] をポイントし、[ビュー切り替え時のイベント] をクリックします。

	OnBeforeChange
	[データの入力規則] ダイアログ ボックス (コントロールの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [データ] タブまたは [書式] メニューから開きます) の [イベント] の一覧で、[OnBeforeChange] をクリックします。 

コントロールの [フィールドまたはグループのプロパティ] ダイアログ ボックスの [入力規則とスクリプト] タブをクリックし、[イベント] の一覧の [OnBeforeChange] をクリックしても、OnBeforeChange イベント ハンドラを作成できます。

	OnValidate
	[データの入力規則] ダイアログ ボックス (コントロールの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [データ] タブまたは [書式] メニューからアクセスします) の [イベント] の一覧で、[OnValidate] をクリックします。 

コントロールの [フィールドまたはグループのプロパティ] ダイアログ ボックスの [入力規則とスクリプト] タブをクリックし、[イベント] の一覧の [OnValidate] をクリックしても、OnValidate イベント ハンドラを作成できます。

	OnAfterChange
	[データの入力規則] ダイアログ ボックス (コントロールの [プロパティ] ダイアログ ボックスの [データ] タブまたは [書式] メニューからアクセスします) の [イベント] の一覧で、[OnAfterChange] をクリックします。 

コントロールの [フィールドまたはグループのプロパティ] ダイアログ ボックスの [入力規則とスクリプト] タブをクリックし、[イベント] の一覧の [OnAfterChange] をクリックしても、OnAfterChange イベント ハンドラを作成できます。

	OnSubmitRequest
	[ツール] メニューの [フォームの送信] をクリックします。[フォームの送信] ダイアログ ボックスで、[送信] ボックスの一覧の [カスタム スクリプトを使って送信] をクリックします。

	OnVersionUpgrade
	[ツール] メニューの [フォームのオプション] をクリックします。[フォームのオプション] ダイアログ ボックスで、[詳細設定] タブをクリックし、[バージョンのアップグレード] ボックスの一覧の [スクリプト イベントを使用する] をクリックします。

	OnAfterImport
	このイベント ハンドラは、デザイン モードのユーザー インターフェイスを使用して作成することができない、例外的なイベント ハンドラです。手動で作成する必要があります。

	OnClick
	ボタン コントロールの [ボタンのプロパティ] ダイアログ ボックスで、[Microsoft Script Editor] をクリックします。


イベント ハンドラを InfoPath のフォームのデザイン モードから作成すると、InfoPath によってイベント ハンドラの宣言がフォームのプライマリ スクリプト ファイル内に作成され、自動的に MSE が開き、新しく作成されたイベント ハンドラがコード編集ウィンドウに表示されます。イベント ハンドラの宣言では、ハンドラに渡されるパラメータの名前として "eventObj" が InfoPath によって使用されます。このパラメータには、イベント ハンドラに関連付けられたイベント オブジェクトへの参照が含まれています。
たとえば、OnLoad イベントをデザイン モードで作成すると、InfoPath によって OnLoad イベントがスクリプト ファイルに作成され、次に MSE が開くので、イベント ハンドラ宣言の中でスクリプト コードを記述できます。
JScript を既定のスクリプト言語として使用している場合は、OnLoad イベント ハンドラの宣言は次のようになります。
//======= 

// The following function handler is created by Microsoft Office
// InfoPath. Do not modify the name of the function, or the name 
// and number of arguments. 
//======= 

function XDocument::OnLoad(eventObj)
{

   // Write your code here
}

VBScript を既定のスクリプト言語として使用している場合は、OnLoad イベント ハンドラの宣言は次のようになります。
//======= 

// The following function handler is created by Microsoft Office
// InfoPath. Do not modify the name of the function, or the name 
// and number of arguments. 
//======= 

Sub XDocument_OnLoad(eventObj)
   ' Write your code here
End Sub
メモ   InfoPath のイベント ハンドラを作成した後は、それらの宣言を変更しないでください。変更した場合、フォームが正しく動作しなくなるおそれがあります。
スクリプト コードのデバッグ
統合開発環境の一般的な機能として、記述したコードをデバッグする機能があります。プログラミング コードのデバッグでは、エラーが発生したときにコードをデバッグするか、またはブレークポイントを設定してプログラムの実行を中断するタイミングをデバッガに指示します。後者の方法では、コードをステップ実行してその動作を調べることができます。
InfoPath フォームのカスタマイズに使用するコードをデバッグする際は、デバッグ ステートメントをプログラミングして、コードで使用できます。JScript では debugger; ステートメントを使用します。VBScript では Stop ステートメントを使用します。デバッグ ステートメントをコードに入力したら、コードを保存してフォームをプレビューします。
次の例は、JScript の構文を使用して OnLoad イベント ハンドラでデバッグ ステートメントを使用する方法を示しています。
function XDocument::OnLoad(eventObj)
{

   debugger;
}

VBScript を既定のスクリプト言語として使用している場合は、デバッグ ステートメントを次のように使用できます。
Sub XDocument_OnLoad(eventObj)
   Stop
End Sub
メモ   スクリプトのデバッグを使用するには、Microsoft Internet Explorer の [インターネット オプション] ダイアログ ボックスの [詳細設定] タブで [スクリプトのデバッグを使用しない] チェック ボックスをオフにする必要があります。このダイアログ ボックスを開くには、Internet Explorer で [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。
デバッグ ステートメントのあるフォームをプレビューする、または開くと、[Just-In-Time デバッグ] ダイアログ ボックスが表示され、使用するデバッガを選択するよう求められます (図 2)。[新しいインスタンス Microsoft Script Editor] をクリックし、[はい] をクリックします。[リモート プロシージャ コールにステップ イン] ダイアログ ボックスが表示され、デバッグするプログラムの種類を選択するよう求められます。[Script] をクリックし、[OK] をクリックします。MSE がデバッグ モードで開き、プログラムの実行が中断された箇所を示す黄色い矢印が表示されます。
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図 2   [Just-In-Time デバッグ] ダイアログ ボックス
デバッグ モードの MSE では、ブレークポイントの設定、プログラム ステートメントのステップ実行、デバッグ ウィンドウ ([ウォッチ]、[イミディエイト]、[呼び出し履歴] の各ウィンドウ) の表示など、MSE が提供するすべてのデバッグ機能を使用できます。
スクリプト コードのデバッグを停止するには、[デバッグ] メニューの [デバッグの停止] をクリックするか、Shift キーを押しながら F5 キーを押します。
メモ   フォームのプレビュー時または使用時にコードでエラーが発生した場合にデバッグを行うよう選択することもできます。
オブジェクト ブラウザの使用
Visual Basic for Applications (VBA) のプログラミング環境と同様に、MSE もオブジェクト ブラウザを備えており、これを使用して InfoPath オブジェクト モデルの内容を調べることができます。オブジェクト ブラウザでは、InfoPath オブジェクト モデルのすべてのオブジェクトと、それらに関連付けられたすべてのプロパティ、メソッド、およびイベントを表示できます。
MSE オブジェクト ブラウザ (図 3) を開くには、次のいずれかの操作を実行します。
· [表示] メニューの [その他のウィンドウ] をポイントし、[オブジェクト ブラウザ] をクリックします。 

· Ctrl キーと Alt キーを押しながら J キーを押します。
· [標準] ツール バーの [オブジェクト ブラウザ] ボタンをクリックします。 
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図 3   MSE オブジェクト ブラウザ
InfoPath オブジェクト モデルが MSE オブジェクト ブラウザに表示されていない場合は、次の操作を行います。
1. MSE オブジェクト ブラウザを開きます。 

2. オブジェクト ブラウザ ウィンドウの [カスタマイズ] をクリックします。 

3. [選択したコンポーネント] ダイアログ ボックスで、コンポーネント一覧にある [他のパッケージ/ライブラリ] ノードをクリックして展開します。 

4. [InfoPath - Microsoft Office InfoPath 1.0 Type Library] が一覧に表示されている場合は、そのチェック ボックスをオンにして [OK] をクリックします。表示されていない場合は、次の手順に進みます。 

5. [追加] をクリックします。
6. [コンポーネントの選択] ダイアログ ボックスで、[Microsoft InfoPath 1.0 Type Library] を選択して [選択] をクリックし、[OK] をクリックしてダイアログ ボックスを閉じます。 

7. [InfoPath - Microsoft Office InfoPath 1.0 Type Library] が [選択したコンポーネント] ダイアログ ボックスに表示されてオンになっていることを確認し、[OK] をクリックします。 

プログラミング ヘルプの参照
InfoPath またはその他の Office アプリケーションを使用してカスタム ソリューションを開発するときに、開発者向けのヘルプ コンテンツを参照すると便利なことがあります。これらは、アプリケーションの理解や、開発上の問題の解決に役立てることができます。InfoPath には、フォーム開発者が自分でデザインしたフォームをカスタマイズおよび拡張する際に役立つ、さまざまなヘルプ コンテンツが付属しています。InfoPath フォームの開発に関するヘルプ リソースの主要なものとしては、『InfoPath 開発者向けリファレンス』、MSE ヘルプ システム、および各種のオンライン リソースがあります。
InfoPath 開発者向けリファレンス
InfoPath 開発者向けリファレンスでは次のリソースが利用できます。これらは InfoPath ヘルプ システムと MSE ヘルプ システムで利用できます。
· プログラミングの概念   この一連のトピックには、InfoPath オブジェクト モデルや .xsf ファイルなど、InfoPath のプログラミングに関する概念的な情報があります。 

· 開発者向けサンプル フォーム   この一連のトピックには、InfoPath と一緒にインストールされる開発者向けの 5 つのサンプル フォームに関するドキュメントがあります。これらのサンプル フォームは InfoPath フォームを開発する際のいくつかの重要な機能を例示するものです。 

· InfoPath オブジェクト モデル リファレンス   この一連のトピックは、InfoPath オブジェクト モデルに関する詳細なドキュメント セットを提供するもので、InfoPath オブジェクト モデルのすべてのコレクション、オブジェクト、プロパティ、メソッド、イベント、および列挙体について説明しています。 

メモ   InfoPath オブジェクト モデルには F1 キーが割り当てられています。MSE のコード編集ウィンドウでオブジェクト モデルの特定のメンバにカーソルを置いて F1 キーを押すと、そのメンバに対応したリファレンス トピックが表示されます。
· InfoPath XSF リファレンス   この一連のトピックは、InfoPath の .xsf ファイルに関する詳細なドキュメント セットを提供するもので、.xsf ファイルのすべての名前空間、グループ、型、要素、および属性について説明しています。 

MSE ヘルプ システム
MSE ヘルプ システムでは次のリソースが利用できます。これらは MSE での作業時のみ利用できます。
· Microsoft Script Editor ヘルプ   この一連のトピックは、スクリプト エディタのカスタマイズからデバッグ技法にいたる、MSE の使用に関する情報を提供します。 

· Microsoft XML コア サービス (MSXML) 5.0 SDK   この一連のトピックは、XML、XML ドキュメント オブジェクト モデル (DOM)、XML スキーマ、XSL 変換 (XSLT)、および XPath の使用に関する情報を提供します。これらの XML ベースのテクノロジについてそれぞれ解説した開発者ガイドや言語リファレンスがあります。 

· JScript リファレンス   この一連のトピックは、Microsoft JScript プログラミング言語の使用に関する情報を提供します。言語リファレンスやチュートリアルがあります。 

· VBScript リファレンス   この一連のトピックは、Microsoft VBScript プログラミング言語の使用に関する情報を提供します。言語リファレンスやチュートリアルがあります。 

オンライン リソース
InfoPath に付属するヘルプ リソース以外にも、いくつかのオンライン リソースを利用できます。
· Office Developer Center   この Web サイトには、すべての Microsoft Office アプリケーションを開発プラットフォームとして使用することに関する情報が掲載されています。 
· MSDN (Microsoft Developer Network)   この Web サイトには、Microsoft の各種の開発プラットフォームおよびツールに関する情報が掲載されています。 

· Microsoft XML Developer Center   この Web サイトには、アプリケーションでの XML の使用および XML を使用したアプリケーション開発に関する情報が掲載されています。 

· Microsoft Scripting Developer Center   この Web サイトには、JScript、VBScript などの Microsoft の各種スクリプト言語の使用に関する情報が掲載されています。 

InfoPath オブジェクト モデルの概要
InfoPath オブジェクト モデルはコンポーネント オブジェクト モデル (COM) をベースとするオブジェクト モデルで、これを使用して InfoPath フォームとそのベースになる XML ドキュメントを操作できます。このオブジェクト モデルは、コレクション、オブジェクト、プロパティ、メソッド、およびイベントに対するインターフェイスを実装しているという点では、他の Office アプリケーションのオブジェクト モデルと同じです。ただし、InfoPath オブジェクト モデルでは、InfoPath アプリケーションを自動化するための限られたメソッド セットしかサポートしません。
オブジェクト モデルの機能領域
InfoPath オブジェクト モデルには InfoPath フォームの主要な機能領域であるオブジェクトが含まれており、プログラムからこれらのオブジェクトを操作できます。次の表では、これらの主要なオブジェクトの一部について説明します。
	オブジェクト
	説明

	Application
	Application オブジェクトは InfoPath オブジェクト モデルにおける最上位のオブジェクトです。オブジェクト モデル内の下位レベルのコレクションやオブジェクトにアクセスしたり、各種の汎用的な機能を実行したりする際に使用できる、いくつかのプロパティやメソッドを備えています。 

	Window
	Window オブジェクトは、InfoPath のウィンドウをプログラムから操作する際に使用できるいくつかのプロパティやメソッドを備えています。これらは、ウィンドウをアクティブ化する、ウィンドウを閉じる、作業ウィンドウやその中のコマンド バーを操作する、などの機能を実行します。また、Window オブジェクトは、ウィンドウに関連付けられた、フォームのベースになる XML ドキュメントにアクセスするためのプロパティも備えています。

	XDocument
	XDocument オブジェクトは、フォームのソース XML データをプログラムから操作する際に使用できるいくつかのプロパティ、メソッド、およびイベントを備えています。

	MailEnvelope
	MailEnvelope オブジェクトは、Microsoft Office Outlook® 2003 の電子メール エディタでカスタムの電子メール メッセージをプログラムから作成する際に使用できるいくつかのプロパティを備えており、現在開いている InfoPath フォームをメッセージに添付します。

	TaskPane
	TaskPane オブジェクトは、InfoPath の組み込みおよびカスタムの作業ウィンドウを操作するためのプロパティをいくつか備えています。

	DataObject
	DataObject オブジェクトは、データ アダプタ オブジェクトをプログラムから操作する際に使用できるいくつかのプロパティやメソッドを備えています。これらは、データ アダプタ オブジェクトに関する情報を取得する、データ アダプタ オブジェクトの接続先のデータにアクセスする、などの機能を実行します。

	Error
	Error オブジェクトは、InfoPath により生成されるエラーをプログラムから操作する際に使用できるいくつかのプロパティを備えています。

	Solution
	Solution オブジェクトは、フォーム テンプレートに関する情報を取得するためのプロパティをいくつか備えています。取得できる情報には、フォーム テンプレートのバージョン番号、フォーム テンプレートから抽出されるフォーム ファイルの URL (Uniform Resource Locator)、ロード元となった URL、フォーム テンプレートの .xsf ファイルのある XML ドキュメント オブジェクト モデル (DOM)、などがあります。

	UI
	UI (ユーザー インターフェイス) オブジェクトは、カスタムおよび組み込みのダイアログ ボックスを表示するためのメソッドをいくつか備えています。

	View
	View オブジェクトは、InfoPath のビューをプログラムから操作する際に使用できるいくつかのプロパティとメソッドを備えています。たとえば、ビュー内に収められたデータの選択、あるビューから別のビューへの切り替え、フォームのベースになる XML ドキュメントとビューとの同期、InfoPath の編集アクションの実行、などを実行するメソッドがあります。

	ViewInfo
	ViewInfo オブジェクトは、ビューの名前を取得してビューがフォームの既定のビューかどうかを判断する際に使用できるプロパティを備えています。

	ExternalApplication
	ExternalApplication オブジェクトは、COM ベースの外部プログラミング言語によって InfoPath を自動化する際に使用できる、限られたメソッド セットを実装しています。


オブジェクト モデルへのアクセス
InfoPath オブジェクト モデルにはスクリプト コードを通じてアクセスします。ただし ExternalApplication オブジェクトは例外で、COM 準拠のプログラミング言語からアクセスします。InfoPath フォームでは、次のようなさまざまな方法でスクリプト コードを使用できます。
· フォーム ロジック   フォームに関連付けられたスクリプト ファイルに格納されるスクリプト。このスクリプト コードは、InfoPath フォームやデータの入力規則イベント ハンドラで使用されることがよくあります。 

· 作業ウィンドウ   カスタムの作業ウィンドウ用のプログラミング コードに格納されるスクリプト。 

· ダイアログ ボックス   カスタムのダイアログ ボックス用のプログラミング コードに格納されるスクリプト。 

· ビュー   ビュー用の XSL 変換 (XSLT) コードに格納されるスクリプト。 

オブジェクト モデルのセキュリティ
InfoPath オブジェクト モデルは、3 つの異なるレベルのセキュリティを実装しています。これらのセキュリティ レベルによって、オブジェクト モデルの特定のメンバをどこでどのように使用できるかが決まります。たとえば、それらのメンバにアクセスできるフォームの種類が決まります。
InfoPath オブジェクト モデルには次のセキュリティ レベルがあります。
· 0 : 制限なくアクセスできます。 

· 1 : 今後の使用のために予約されています。 

· 2 : 現在開いているフォームと同じドメインで実行されているフォーム、またはドメイン間アクセスが許可されているフォームのみがアクセスできます。 

· 3 : 完全信頼済みフォームのみがアクセスできます。 

InfoPath では "標準フォーム" と "完全信頼済みフォーム" の 2 種類を開発できます。標準フォームは URL によって識別され、ユーザーのコンピュータ上のキャッシュ場所で実行されます。これらはシステムの任意のリソースへのアクセスが制限されているため、システムのセキュリティを侵害することはできません。また、標準フォームではカスタムの COM コンポーネントを利用することはできません。標準フォームからは、セキュリティ レベルが 3 に設定されているオブジェクト モデルのメンバにアクセスすることはできません。InfoPath オブジェクト モデルのメンバを、そのセキュリティ レベルに対応した適切な権限がないまま呼び出そうとすると、"アクセス拒否" エラーになります。
完全信頼済みフォームは URN (Uniform Resource Name) によって識別され、システムのリソースへのフル アクセスが許可されます。完全信頼済みフォームではカスタムの COM コンポーネントを利用でき、セキュリティ レベルが 3 に設定されている InfoPath オブジェクト モデルのメンバを呼び出すことができます。
InfoPath フォーム定義ファイルの概要
InfoPath フォーム定義 (.xsf) ファイルはフォームを集中的に管理するファイルで、フォームをどのようにまとめるかに関する情報が収められます。たとえば、フォームで使用する XML スキーマ、フォームに格納するリソース ファイル、フォームで実装するイベント ハンドラ、またはその他の一般的な操作や外観に関連するさまざまな情報が収められます。
フォーム定義ファイルのカスタマイズ
.xsf ファイルは、フォームのデザイン時に InfoPath により作成される XML ファイルであり、フォームに変更を加えるたびに継続的に更新されます。フォームのデザインや開発に関連する大部分の作業については、.xsf ファイルの作成と管理を InfoPath に任せるのが最適です。ただし、フォームの機能を拡張するために、InfoPath のデザイン モードでは実行できない一部の変更を .xsf ファイルに加えることができます。
.xsf ファイルに加えることのできる変更のうち、比較的よく使用するものを次に示します。
· サブメニューをメニュー バーやツール バーに追加してユーザー インターフェイスを拡張する。
· 複数のスクリプト ファイルを追加する。
· 完全信頼済みフォームを作成する。
· 既定のエラー メッセージを上書きする。
· 特別な印刷設定を追加する。
· 特別なツール バーを追加する。
· 特別な最上位メニューを追加する。
· スクリプト機能を呼び出すボタンをメニューおよびツール バーに作成する。
フォーム定義ファイルの主な要素
.xsf ファイルには、InfoPath がフォームに関する情報を格納するために使用する、いくつかの主要な要素が格納されます。これらの要素の多くは、その中に他の要素を入れ子にして保持します。次の表では、これらの主要なオブジェクトの一部について詳しく説明します。
	要素
	説明

	xDocumentClass
	.xsf ファイルのルート要素。他のすべての要素と属性を格納します。

	applicationParameters
	InfoPath のデザイン モードにおけるフォームの使用方法を示すフォーム固有のプロパティを格納します。

	customValidation
	ルールベースのカスタムの入力規則を定義します。XML スキーマを通じて強制的に実行されるすべての入力規則よりも優先されます。

	dataObjects
	フォーム内で使用されるすべての二次的なデータ オブジェクトを定義します。

	documentSchemas
	フォームで使用するようにデザインされている XML スキーマを定義します。

	documentSignatures
	フォームのベースになる XML ドキュメントの中にある、デジタル署名 XML DOM ノードの場所を定義します。

	documentVersionUpgrade
	古いバージョンのフォーム テンプレートで作成されたフォームを最新バージョンのフォーム テンプレートにアップグレードする方法を定義します。

	domEventHandlers
	スクリプトベースのイベント ハンドラを指すポインタを格納します。これらのイベント ハンドラは、フォームのベースになる XML ドキュメントの XML DOM ノードにおいて発生する変更に応答します。

	fileNew
	サンプル データが格納された .xml ファイルへの参照を提供します。これらのサンプル データは、ユーザーがフォーム テンプレートをベースとして新しいフォームをデザインするよう選択したときに読み込まれます。

	importParameters
	フォームに対するフォームの結合 (インポート) 機能の動作を定義するすべてのパラメータを格納します。

	listProperties
	フォーム テンプレートに属するすべてのフォームのリスト ビューに表示するプロパティを識別します。

	package
	フォームで使用するすべてのファイルに関する情報を格納します。

	query
	データ オブジェクト、またはフォームのベースになる XML ドキュメントにデータ アダプタを関連付けます。

	schemaErrorMessages
	XML スキーマ データ型エラーを上書きするために使用するカスタムのエラー メッセージを格納します。

	scripts
	フォーム内でドキュメント レベルで使用するすべてのビジネス ロジック スクリプトのソースを定義します。

	submit
	フォームの送信機能に関する情報を格納します。

	taskpane
	フォーム内で使用するカスタムの作業ウィンドウを定義します。

	views
	フォーム内に実装されたすべてのビューを定義します。


InfoPath の開発における主要な機能領域
InfoPath フォームのカスタマイズに関連する開発コンポーネントのほかに、InfoPath の開発には 2 つの主要な機能領域が関係します。1 つはフォームのカスタマイズに使用するプログラミング コンポーネントで、もう 1 つはプログラム方式および宣言方式による開発の概念です。
プログラミング コンポーネント
InfoPath のプログラミングに欠かせない機能として、InfoPath フォームのカスタマイズがあります。これには、フォーム ファイルを変更するか、InfoPath オブジェクト モデルを使用するスクリプト コードを記述してカスタムの機能を作成します。プログラムから操作する際に必要となる InfoPath フォームの主要なコンポーネントを次の表に示します。
	コンポーネント
	説明

	オブジェクト モデル
	コレクション、オブジェクト、プロパティ、メソッド、およびイベントで構成される、階層構造の堅牢なタイプ ライブラリ。フォーム開発者はこれらを使用して、InfoPath 編集環境のさまざまな要素をプログラムから制御し、フォームのベースになる XML ドキュメントにアクセスできます。

	データの入力規則
	ユーザーが入力を許可されるデータについて、その入力規則と制約に使用される、XML スキーマ、式、およびスクリプト コードの組み合わせ。

	イベント処理
	イベント ハンドラのセット。これらは、フォームのベースになる XML ドキュメントに対する変更に応答、ビューの切り替えに応答、カスタムのフォーム送信機能を実装、フォームのベースになる XML ドキュメントのロードに応答します。

	ユーザー インターフェイス
	カスタマイズ可能なユーザー インターフェイス コンポーネントのセット。メニュー、ツール バー、ボタン、コマンド バー、作業ウィンドウなどがあります。

	編集コントロール
	InfoPath 固有のコントロールのセット。これらのコントロールを使用して、フォームのベースになる XML ドキュメントに含まれているコレクション、オプション項目、テキスト リスト、フィールドなどを管理および操作します。

	エラー処理
	InfoPath フォーム内でエラーの処理に使用される、イベント ハンドラ、オブジェクト モデル呼び出し、および .xsf ファイル エントリの組み合わせ。

	セキュリティ
	InfoPath オブジェクト モデルとシステム リソースへのアクセスを制限する、セキュリティ レベルのセット。

	データ送信
	InfoPath フォームに投稿および送信のカスタム機能を実装するために使用できる、定義済み関数のセット。

	ビジネス ロジック
	特定の編集動作、データの入力規則、イベント ハンドラ、データのフロー制御などを実装するために使用されるプログラミング コードを収めた、カスタムのスクリプト ファイルのセット。ビジネス ロジックには外部 COM コンポーネントへのアクセスを含めることもできます。

	フォーム統合
	Microsoft Excel、Microsoft Outlook などの他の Office アプリケーションの統合。統合には、Microsoft SQL Server™、Microsoft Windows® SharePoint™ Services、XML Web サービスなどのバックエンド サーバーの使用を含めることもできます。


プログラム方式および宣言方式によるプログラミング
InfoPath のフォーム ファイルを変更するときは、フォームを宣言方式でカスタマイズします。つまり、フォーム ファイルをなんらかの標準的なテキスト エディタで開き、ファイルの要素や属性、値を手動で変更します。フォームをプログラム方式で変更するときは、スクリプト言語と、InfoPath オブジェクト モデル、場合によっては外部 COM コンポーネントを組み合わせて使用し、フォームの動作を拡張、強化するプログラミング コードを記述します。
次に挙げる変更は、フォームを宣言方式でカスタマイズできます。
· XML スキーマ (.xsd) ファイルの変更
· デザイン モードで作成したビュー (.xsl) ファイルの変更
· XSF ファイルの変更
· XML テンプレート (.xml) ファイルの変更
次に挙げる項目は、フォームをプログラム方式でカスタマイズできます。
· フォームのライフサイクル処理ロジックの追加
· カスタムのデータの入力規則の追加
· カスタムのエラー処理の追加
· データ送信の実装
· フォームの結合 (またはインポート) への応答
· カスタムの作業ウィンドウの使用
· カスタムのダイアログ ボックスの使用
· フォームのベースになる XML ドキュメントに対するアクセスまたは変更
· XSF ファイルに対するアクセスまたは変更
· 外部 COM コンポーネントの使用
簡単なフォームの開発
次の例では簡単な InfoPath フォームをデザインします。このフォームには、データを入力するためのテキスト ボックスと、そのデータを使用してなんらかのスクリプト コードを実行するためのボタンがあります。 

1. InfoPath をまだ起動していなければ、起動します。 

2. [フォームの入力] 作業ウィンドウで、[フォームのデザイン] をクリックします ([フォームの入力] 作業ウィンドウが表示されていなければ、[ファイル] メニューの [フォームの入力] をクリックします)。 

3. [フォームのデザイン] 作業ウィンドウで、[新しい空白のフォーム] をクリックし、空のフォームを InfoPath のデザイン モードで開きます。 

4. [ツール] メニューの [フォームのオプション] をクリックします。 

5. [フォームのオプション] ダイアログ ボックスの [詳細設定] タブで、既定のスクリプト言語のオプションを [フォームのスクリプト言語] ボックスで選択し、[OK] をクリックします。 

メモ   この例では JScript を使用しています。
6. [デザイン タスク] 作業ウィンドウで、[データ ソース] をクリックします。 

7. [データ ソース] 作業ウィンドウで、[使用するデータ ソース] の下にある [マイフィールド] をクリックします。すると、作業ウィンドウの下端にある [追加] ボタンが有効になります。 

8. [追加] をクリックして [フィールドまたはグループの追加] ダイアログ ボックスを開きます。 

9. "名前" フィールドに「SimpleMessage」と入力し、[OK] をクリックします。SimpleMessage フィールドがデータ ソースの一覧に表示されます。 

10. SimpleMessage フィールドをクリックしてフォームにドラッグし、"Simple Message" というラベルを持つテキスト ボックスを作成します。 

11. [データ ソース] 作業ウィンドウで、[コントロール] をクリックします。 

12. [コントロール] 作業ウィンドウで、[ボタン] コントロールをクリックしてフォームにドラッグします。 

13. フォーム上のボタン コントロールを右クリックし、[ボタンのプロパティ] をクリックして [ボタンのプロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。 

14. [全般] タブをクリックし、[Microsoft Script Editor] をクリックして MSE を開き、ボタンの OnClick イベント ハンドラを作成します。 

15. OnClick イベント ハンドラに次のコードを入力します。
var strMessage; 
strMessage = eventObj.Source.selectSingleNode("//my:SimpleMessage").text XDocument.UI.Alert(strMessage);
メモ   このコード サンプルでは、OnClick イベント ハンドラにパラメータとして渡されるイベント オブジェクトの Source プロパティを使用します。Source プロパティは、現在フォームで使用中の XML DOM ノードへの参照を返します。この場合は、Simple Message フィールドからのデータが格納されている XML DOM ノードです。XML DOM ノードに格納されているデータにアクセスするには、XML DOM の selectSingleNode メソッドを使用します。
また、UI オブジェクトの Alert メソッドも使用します。このメソッドはテキスト メッセージを含む簡単なダイアログ ボックスを表示するのに使用します。
16. MSE で [ファイル] メニューの [上書き保存] をクリックし、MSE を終了します。 

17. InfoPath で、[標準] ツール バーの [フォームのプレビュー] をクリックします。 

18. Simple Message フィールドになんらかのテキストを入力し、ボタンをクリックします。先ほど入力したテキストが含まれた簡単なダイアログ ボックスが表示されます。 

19. [標準] ツール バーの [プレビューを閉じる] をクリックし、InfoPath のデザイン モードに戻ります。 

このフォームで行った作業は、InfoPath で一般的に行われる開発作業を例示したものです。これらの作業について、以下の表で説明します。
	作業
	説明

	フォームのデザイン
	[フォームの入力] および [フォームのデザイン] 作業ウィンドウを使用し、空のフォームをデザインして、InfoPath のデザイン モードで開きました。

	既定のスクリプト言語の設定
	[フォームのオプション] ダイアログ ボックスを使用し、フォームに対する既定のスクリプト言語を設定しました。

	データ ソースの作成
	[データ ソース] 作業ウィンドウを使用し、フォーム用の簡単なデータ ソースを作成しました。このとき、InfoPath によって自動的に XML スキーマ (.xsd) ファイルが作成されました。

	バインドされたコントロールをフォームに追加
	[データ ソース] 作業ウィンドウを使用し、コントロールをフォームにドラッグして、連結フィールドを作成しました。

	バインドされていないコントロールをフォームに追加
	[コントロール] 作業ウィンドウを使用し、ボタン コントロールをフォームにドラッグして、バインドされていないコントロールを作成しました。

	フォーム用のビューの作成
	既定では、すべてのフォームにおいて簡単な既定のビューが実装されます。コントロールをフォームに追加した時点で、ビュー用の XSL 変換 (.xsl) が InfoPath によって作成されました。

	イベント ハンドラの作成
	[ボタンのプロパティ] ダイアログ ボックスを使用し、ボタン コントロールのイベント ハンドラを作成して MSE を開きました。

	スクリプト コードの記述
	ボタン コントロールの OnClick イベント ハンドラで、InfoPath オブジェクト モデルを操作するためのスクリプト コードを使用しました。

	フォームのプレビューとテスト
	ツール バーの [フォームのプレビュー] ボタンを使用し、フォームのプレビューとテストを行いました。


まとめ
InfoPath は他の数多くの Microsoft Office アプリケーションと同じように、InfoPath で作成されたフォームをカスタマイズするための機能豊富な開発環境を備えています。Microsoft Script Editor、InfoPath オブジェクト モデル、InfoPath .xsf ファイル、スクリプト言語などの開発コンポーネントを使用することで、特定のビジネス要件に対応するようにフォームをカスタマイズし、基本的な機能を拡張することができます。
リファレンス
InfoPath フォームの開発に使用できるテクノロジの詳細については、次の Web サイトを参照してください。
InfoPath ページ (Office Online)
Office Developer Center
XML Developer Center
Microsoft Scripting Developer Center
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